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1. 平成26年12月期第2四半期の連結業績（平成26年1月1日～平成26年6月30日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年12月期第2四半期 32,854 △0.1 860 △48.0 1,170 △25.8 166 △63.0
25年12月期第2四半期 32,889 3.3 1,653 △44.8 1,577 △48.7 450 △73.3

（注）包括利益 26年12月期第2四半期 13百万円 （△99.0％） 25年12月期第2四半期 1,443百万円 （△27.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年12月期第2四半期 5.75 ―
25年12月期第2四半期 15.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年12月期第2四半期 54,065 37,178 66.9
25年12月期 54,166 37,984 68.4
（参考）自己資本 26年12月期第2四半期 36,170百万円 25年12月期 37,036百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年12月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00
26年12月期 ― 20.00
26年12月期（予想） ― 20.00 40.00

3. 平成26年12月期の連結業績予想（平成26年 1月 1日～平成26年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 67,500 1.4 3,200 14.3 3,500 12.2 1,500 3.2 51.72



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想は、本資料の発表日段階において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と大きく異な
る可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、Ｐ２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年12月期2Q 29,000,000 株 25年12月期 29,000,000 株
② 期末自己株式数 26年12月期2Q 143 株 25年12月期 143 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期2Q 28,999,857 株 25年12月期2Q 28,999,862 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間(平成26年１月１日～平成26年６月30日)における当社グループの業績は以下の通りで

す。

 国内のゴルフ用品市場は、昨年12月の当社ゴルフクラブの新商品投入効果や３月には消費税率引上げに伴う駆け

込み需要などがありましたが、２月の降雪や消費税率引上げ後の市場低迷の長期化などにより、前年同期とほぼ同

じ水準となりました。その中で当社は、主力のゴルフクラブ「ゼクシオ エイト（＝８代目ゼクシオ）」が店頭販

売金額シェアトップ(※)を12月の発売以来７か月以上継続するなど好調に推移しました。ゴルフシューズに関して

も、昨年業務提携を結んだアシックス社の新商品を今年１月から発売し、好調なスタートを切りました。この結

果、売上高は前年同期を上回りました。

 国内のテニス用品市場は前年同期とほぼ同じ状況で推移しました。その中で当社は、２月の降雪の影響や消費税

率引上げ後の市場の低迷長期化などにより、ボールなどの消耗品の販売が伸び悩み、売上高は前年同期を下回りま

した。

 一方海外では、米国において寒さが長引いた影響によるシーズンインの遅れによりゴルフ場入場者数が減少する

とともに、ゴルフ用品市場も前年同期を下回りました。加えて、市場の低迷を受け競合他社が積極的な値引き攻勢

を行ったため、当社はゴルフボールやゴルフクラブの販売に苦戦し、売上高は前年同期を下回りました。

 欧州においては、英国で１月から２月の豪雨でコースの約半分が閉鎖してシーズンインが遅れましたが、一方大

陸では好天に恵まれて例年よりシーズンインが早まりました。結果、ゴルフ用品市場は英国と大陸が相殺した形と

なり、対前年同期比は横ばいとなりました。しかし、当社の業績は英国でのボール販売が低調だったため売上高は

現地通貨ベースで前年同期を下回りました。

 アジアにおいては、中国では経済成長の鈍化に加え中央政府の倹約指導もあり、ゴルフ用品市場は対前年同期比

で90％前後となりました。東南アジアではタイの政局不安や、マレーシアでの３月の航空機事故によるゴルフマイ

ンドの低下などで市場は低迷しました。また、韓国でも長期化する経済の停滞に加え４月の船舶事故の影響などが

あり、総じてゴルフ用品市場は厳しい状況となりました。その中で当社は「ゼクシオ エイト」を中心に積極的に

拡販を図り、売上高は前年同期を上回りました。

 利益面では、海外での減収が影響し、営業利益が前年同期を下回りました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は32,854百万円（前年同期比99.9％）、営業利益は860百万円

（前年同期比52.0％）、経常利益は1,170百万円（前年同期比74.2％）、四半期純利益は166百万円（前年同期比

37.0％）となりました。

 ※矢野経済研究所調べ 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産が54,065百万円となりました。現金及び

預金が1,114百万円、商品及び製品が1,116百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が2,652百万円減少したこ

と等により、総資産は前期末と比較して100百万円の減少となりました。

 負債合計は16,887百万円となりました。支払手形及び買掛金が513百万円、その他の流動負債が563百万円減少し

ましたが、短期借入金が1,729百万円増加したこと等により、負債合計は前期末と比較して705百万円の増加となり

ました。

 純資産は37,178百万円となりました。配当金の支払い等により利益剰余金が413百万円減少したことなどから、

純資産は前期末と比較して806百万円の減少となりました。

 以上の結果、自己資本比率は66.9％となり、前期末から1.5ポイント減少しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期連結業績予想につきましては、平成25年12月期決算発表時（平成26年２月12日）に公表しました予想数値か

ら変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,752 2,867 

受取手形及び売掛金 16,100 13,447 

商品及び製品 8,639 9,755 

仕掛品 454 625 

原材料及び貯蔵品 2,701 3,088 

その他 4,387 4,545 

貸倒引当金 △484 △420 

流動資産合計 33,550 33,909 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,921 1,885 

機械装置及び運搬具（純額） 1,582 1,518 

土地 2,166 2,163 

その他（純額） 1,911 1,859 

有形固定資産合計 7,581 7,426 

無形固定資産    

のれん 5,442 5,079 

その他 2,754 2,660 

無形固定資産合計 8,197 7,739 

投資その他の資産    

長期貸付金 1,201 1,195 

その他 3,942 4,095 

貸倒引当金 △308 △302 

投資その他の資産合計 4,835 4,989 

固定資産合計 20,615 20,155 

資産合計 54,166 54,065 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,155 4,642 

短期借入金 1,489 3,219 

未払法人税等 584 497 

賞与引当金 272 275 

売上値引引当金 359 428 

その他 5,499 4,935 

流動負債合計 13,360 13,998 

固定負債    

退職給付引当金 1,604 1,670 

その他 1,216 1,217 

固定負債合計 2,820 2,888 

負債合計 16,181 16,887 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,207 9,207 

資本剰余金 9,294 9,294 

利益剰余金 17,267 16,854 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 35,769 35,355 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 174 157 

繰延ヘッジ損益 194 △11 

為替換算調整勘定 897 669 

その他の包括利益累計額合計 1,267 814 

少数株主持分 947 1,007 

純資産合計 37,984 37,178 

負債純資産合計 54,166 54,065 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 32,889 32,854 

売上原価 16,333 16,927 

売上総利益 16,555 15,926 

販売費及び一般管理費 14,902 15,066 

営業利益 1,653 860 

営業外収益    

受取利息 13 15 

受取配当金 13 13 

持分法による投資利益 － 22 

為替差益 － 154 

貸倒引当金戻入額 52 26 

その他 62 143 

営業外収益合計 141 375 

営業外費用    

支払利息 21 12 

持分法による投資損失 20 － 

為替差損 162 － 

租税公課 － 8 

その他 13 44 

営業外費用合計 217 65 

経常利益 1,577 1,170 

特別利益    

固定資産売却益 － 7 

特別利益合計 － 7 

特別損失    

固定資産除売却損 21 4 

退職給付費用 54 － 

特別損失合計 75 4 

税金等調整前四半期純利益 1,501 1,173 

法人税、住民税及び事業税 702 587 

法人税等調整額 14 102 

法人税等合計 717 689 

少数株主損益調整前四半期純利益 784 483 

少数株主利益 333 316 

四半期純利益 450 166 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 784 483 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 85 △17 

繰延ヘッジ損益 △11 △206 

為替換算調整勘定 570 △230 

持分法適用会社に対する持分相当額 14 △14 

その他の包括利益合計 659 △469 

四半期包括利益 1,443 13 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,067 △285 

少数株主に係る四半期包括利益 375 299 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  スポーツ用品 
サービス・ 

ゴルフ場運営 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 30,789 2,099 32,889 － 32,889 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
27 30 58 (58) － 

計 30,817 2,130 32,947 (58) 32,889 

セグメント利益又は損失(△) 1,701 △57 1,644 9 1,653 

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額９百万円には、セグメント間取引消去等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  スポーツ用品 
サービス・ 

ゴルフ場運営 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 30,845 2,008 32,854 － 32,854 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
53 25 79 (79) － 

計 30,899 2,034 32,933 (79) 32,854 

セグメント利益又は損失(△) 959 △104 855 5 860 

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額５百万円には、セグメント間取引消去等が含まれております。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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